
令和5年度 第2学年 技術科 年間指導計画

月 題材名 時数 目標 学習指導要領 観点別学習状況の評価則準 評価方法

4月
生物育成の技術の原
理・法則と仕組み

4 ・生物育成の目的を知る
Ｂ（１）ア
イ

・生物を育てる技術の目的について理解している・ ワークシート

・作物の育成環境を調整する技術について調べ
る。

（知）
（思）

・生物の育成環境を調整する技術について理解して
いる。

テスト

・作物の成長を管理する技術とその目的について
まとめる。。

（学）
・作物の成長を管理する技術について理解してい
る・

作業観察

・人と動物のかかわりを学び，家畜としての利用
方法や動物を健康に育てるための技術を調べる。

・動物を健康に育てるための技術について理解して
いる。

・水産生物の安定的に供給するための養殖の技術
について知り，水産生物を健康的に育てる技術を
調べる。

・水産生物を安定的に供給するための養殖技術につ
いて理解している。

・生物育成の技術に込められた問題解決の工夫に
ついて考える。

・生物育成の技術に込められた問題か聞けつの工夫
について考えている。

5月
・食料の生産における問題喀血の工夫などから
「技術の見方・考え方」について気付いたことを
まとめる

・主体的に生物育成の技銃ｔについて考え，理解し
ようとしている。

生物育成の技術による
問題解決

7 ・問題を発見し，課題を設定しよう。
Ｂ（２）ア
イ

・「技術の見方・考え方」を働かせて，問題を発見
し，自分なりの課題を設定する力を身につけてい
る。

ワークシート

・生物育成の計画を立てよう。
（知）
（思）

・育成する作物に適した環境条件について考え，栽
培計画を立てる力を身につけている。

テスト

・成長段階に合わせて適切に育成しよう。 （学）
・植物の成長の状態に合わせて，適切な管理作業を
行う技能を身につけている。

作業観察

6月
・問題解決の評価，改善・修正する方法について
考える。

・育成の過程や問題解決の結果を評価し，改善及び
修正する力を身につけている。

・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向
けて，課題解決に主体的に取り組んだり，振り返っ
て改善したりしようとしている。

社会の発展と生物育成
の技術★

2
・自分の問題解決における最適化の場面を振り返
り，社会の問題解決における最適化を比較する。

Ｂ（３）ア
イ

・生物育成の技術の概念について理解している。 ワークシート

・自分の問題解決における最適化の場面を振り返
り，社会の問題解決における最適化を比較する。

（知）
（思）

・生物育成の技術の最適化について考えている。 テスト

7月
・生物育成の技術のプラス面，マイナス面につい
て考え，これからどのように技術の最適化を図っ
ていくとよいかをまとめる。

（学） ・これからの生物育成の技術について考えている。 作業観察

・持続可能な社会の構築のために，これからの生
物育成の技術について考える。

・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向
けて，生物育成の技術を工夫し創造しようとしてい
る。

エネルギー変換の技術
の原理・法則と仕組み
◎

6
・生活の中で利用されているエネルギー変換の技
術について調べる。

Ｃ（１）ア
イ

・生活や社会の中で利用されているエネルギー変換
の技術について理解している。

ワークシート

・発電の仕組みと特徴についてまとめる。
（知）
（思）

・発電のしくみと特徴について理解している。 テスト

・様々な発電方法のプラス面，マイナス面につい
て調べ，適切な発電構成割合について自分なりに
考える。

（学）
・様々な発電方法に込められた技術の工夫について
考えている。

作業観察

・電源の種類と特徴についてまとめる。
・電源の種類と特徴や送電・配電のしくみを理解し
ている。



・送電・配電について調べる。 ・送電・配電の技術の工夫について考えている。

・電気エネルギーを利用する仕組みを調べる。 ・電気回路のしくみについて理解している。

・電気回路について，電気陽図記号を用いた回路
図で表す。

・簡単な電気回路を回路図で表すことができる技能
を身につけている。

9月
・電気を安全に使うための技術の工夫について調
べ，まとめる。

・電気機器の安全な使い方について理解している。

・電気機器の安全な使い方について考える。 ・電気による事故を防ぐ方法について考えている。

・機械が運動を伝える仕組みについて調べる。
・機械が運動を伝える仕組みについて理解してい
る。

10月
・機械の運動の種類とエネルギー変換についてま
とめる。

・運動の種類とエネルギー変換について理解して
る。

・回転運動を伝える仕組みの特徴と用途を調べ
る。

・回転運動を伝える仕組みと用途を理解している。

・往復直線運動や揺動運動などを伝えるリンク装
置やカム装置のしくみを調べる。

・リンク機構やカム機構について理解している。

・流体を用いて動く機械や熱エネルギーで動く機
械を調べる。

・熱や水，空気などの流体を用いたエネルギー変換
の特性について理解している。

・機械の共通部品について知る。
・機械の共通部品と保守点検の大切さについて理解
している。

・機械を安全に利用するために保守点検が必要で
あることを知る。

11月 ・身近な機械の保守点検をする。

・エネルギー変換の技術に込められた問題解決の
工夫について考える。

・エネルギー変換の技術に込められた問題解決の工
夫について考えている。

・身近な製品の問題解決の工夫などから，「技術
の見方・考え方」について気付いたことをまとめ
る。

・主体的にエネルギー変換の技術について考え，理
解しようとしている。

エネルギー変換の技術
による問題解決

14
・生活や社会における光，熱，動力などのエネル
ギー変換によって解決できる問題を見つける。

Ｃ（２）ア
イ

・「技術の見方・考え方」を働かせて，問題を発見
し，自分なりの課題を設定する力を身につけてい
る。

ワークシート

12月
・発見した問題を解決するための課題を設定す
る。

（知）
（思）

テスト

・設計要素を検討する。（電気回路・機構） （学）
・構想に基づいて設計し，電気回路の回路図や組立
図のまとめることができる技能を身につけている。

作業観察

1月 ・構想をまとめ，製作に必要な図を描く。
・構想に基づいて，製作の計画を立てる力を身につ
けている。

・シュミレーションを行う。

・安全に配慮し，製作，実装，点検・調整を行
う。

2月
・エネルギー変換技術による問題解決を振り返
り，解決結果及び解決過程を評価し，改善・修正
する方法について考える。

・製作の過程や問題解決の結果を評価し，改善及び
修正する力を身につけている。

・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向
けて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりしようとしている。

社会の発展とエネル
ギー変換の技術

2
・自分の問題解決における最適化の場面を振り返
り，社会の問題解決における最適化を比較する。

Ｃ（３）ア
イ

・エネルギー変換の技術の概念について理解してい
る。

ワークシート

3月
・エネルギー変換の技術のプラス面，マイナス面
について考え，これからどのように技術の最適化
を図っていくとよいかをまとめる。

（知）
（思）

・エネルギー変換の技術の最適化について考えてい
る。

テスト



・持続可能な社会の構築のために，これからのエ
ネルギー変換の技術について考える。

（学）
・これからのエネルギー変換の技術について考えて
いる。

作業観察

・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向
けて，エネルギー変換技術を工夫し創造しようとし
ている。
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